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大学等名：金沢工業大学
テーマ ：テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）とテーマⅡ（学修成果の可視化）複合型

e-シラバスの開発と充実
正課と正課外を連動させ、能動的な学修を支援

○主軸教材として、学修の起点として機能
○興味、関心の喚起と学修成果の向上
○授業支援 (e-learning・反転授業など)

アクティブ・ラーニング
｢CDIO｣フレームワークの導入とデザインシンキングの推進
能動的な学修の促進

社会の要求(社会人基礎力)

学修成果の可視化

更なる学生の能動的な学修の促進と学修意欲向上を目指すために、正課と正課外の学修を密接に連動させ、「チームで取り組む問題発見・問題
解決型教育」を基盤とした全学的なアクティブ・ラーニングを展開し、正課と正課外の活動を可視化しながら、学生の能動的な学びの場として
のアクティブでオープンなキャンパスを形成します。

学修達成度の確認
教育内容・方法の改善

教育目標

ポートフォリオの統合と充実
学修状況・学修成果を一元管理

○正課と正課外の学修成果蓄積と活用
○一人ひとりの学生に応じた修学指導
○FD・SDの実践や教育の質向上に活用

ポートフォリオ
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フィードバック

ＦＤ・ＳＤの実践

ＦＤ・ＳＤの実践

平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

学力
基礎力・専門力

人間力
社会で活躍できる力

総合力

学生

予習復習!
自ら学ぶ!
学び合う! 授業(正課)

正課外

他科目 教材

e‐シラバス

今までの改革を統合し、正課と正課外教育が相互に連動した
トータルで学ぶ金沢工業大学でのアクティブな学修と
その成果を可視化

教育（能動的な学修）と教学マネジメントの質が向上
①能動的な学修（達成度、満足度、課外活動への参加）
②教職員力（FD･SD活動の促進、全学的なアクティブ・ラーニングの推進）
③教学マネジメント力（自己点検・評価・改善、外部評価）

指 標 26年度 28年度
（目標値）

30年度
（目標値）

アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合 100％ 100％
100％

学生の授業外学修時間（1週間当たり） 10時間未満 15時間
18時間

正課外教育（プロジェクト・教育支援プログラム等）への参加率 44％ 50％
70％

学修の質の向上

学修時間の向上

学修意欲の向上
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